
（別紙様式） （Ａ３判横）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

・ 主体的に学ぶ意欲
を育成する。

①

②

課題や予習、朝自習
等により、家庭学習
時間を向上させる。

授業力向上に向け、
教員相互の授業公開
を行う。

①

②

①

②
Ａ

前年度よりも部活動等の制
限が緩和された時期が長
かったためか、平日の学習
時間が減っている。主体的
に学ぶ楽しみを身に付けら
れるよう授業改善を更に進
める。

主体的に学ぶ楽しみを身に付けさせるた
めには、授業での問いを工夫したらよい
のではないか。
生徒保護者のアンケート結果の分析を
しっかりと行いよりよい授業改善に繋げ
ていただきたい。

・ 「主体的・対話的
な深い学び」を実
現する授業改善を
行う。

①

②

ジグソー法や、国際
バカロレア教育の手
法等を用いた授業改
善に取り組む。
大学入学共通テスト
や一般入試に対応で
きる授業を行う。

①

②

①

②

Ｂ

新教育課程、観点別評価導
入に対応した指導計画を作
成・実行する。ICTを活用し
た授業づくりは、新入生の
タブレット全員購入を踏ま
え先進校の事例等を参考に
全教員で検討する。

ＩＣＴの活用を続け、先進校となれるよ
うにしていただきたい。
活用自体が目的とならないよう授業改善
を行ってほしい。
教職員の働き方改革を進めることにもつ
なげる必要がある。

２

・
・ 「生徒指導の道し

るべ」に基づき、
生徒指導の意義を
生徒に丁寧に説
明、理解させ生活
指導と交通安全指
導を全職員で組織
的に行う。

①

②

生徒に指導の意義を
理解させながら、共
通理解のもと指導に
当たる。
全教職員による登下
校指導を実施する｡

①

②

①

②

Ａ

校外での身だしなみ、交通
安全について引き続き全教
員で共通理解のもと指導を
行う。

校則については生徒ともよく話をして共
通理解を図ることが望ましい。
登校時だけでなく、普段の生活において
も指導が必要である。

・ 進路指導部を中心
として、３年間を
見通した進路指導
計画を確立する。

①

②

生徒の進路意識醸成
のため、個に応じた
的確な情報提供と継
続的な支援を行う｡
生徒の進路希望に
合った進路行事を系
統的に実施する。

①

②

①

②

Ａ

進路指導に対する生徒の満
足度を高め、希望進路を実
現させるため、入学時から
の一貫した指導を再検討す
る。

単に行ける進路を選ぶことがないよう自
分の将来を見据えた長期的な進路指導を
行ってほしい。
進路実現の選択肢を増やす意味でも一般
受験に向けた準備が重要である。

・ 第１志望の進路を
実現させる。

①

②

ニーズに応じたセミ
ナー（講習）を充実
する。
保護者に対し、正確
な進路情報を伝え
る。

①

②

①

②

Ｂ

変化する入試制度に対応し
た進路指導、情報提供を行
い、安易な進路決定を行う
生徒が出ないようにする。

何をするために進学するのかを意識させ
ながら最適な進路を考えさせる機会を設
けて欲しい。
一般選抜における英語外部試験利用者が
増加している。学校全体でのバックアッ
プが必要。

・ 広報に関する組織
の活動を充実させ
る。

①

②

担当を決め、ホーム
ページを迅速かつ適
切に更新する。
生徒募集に関する
ページの情報発信を
充実させる。

①

②

①

②
Ｂ

ホームページのレイアウト
変更を行ったが、まだ見に
くいという意見もあるた
め、大幅な更新を検討・実
施する。

レイアウトに関して、全体的に文字が多
くＰＲというよりはお知らせといった形
になってしまっている。カスタマー目線
での改良が必要。
一部の教員が担当するのではなく、多く
の人間に関わってもらった方がよい。

・ 保護者が求める情
報を迅速かつ的確
に伝える。

① 学校の教育活動や緊
急時の対応等を、
ホームページやメー
ルで適切に発信す
る。

① ①

Ｂ

保護者の求める配信ができ
るよう、配信の方法を一部
変更し、必要な人に正確、
迅速に情報が届けられるよ
うにシステムを整える。

メール配信は必要な情報を正確に伝える
ツールとして使用するのがよい。

学年、分掌、部活動等から継続的に情
報発信ができたか。

学校の教育内容が受検生・保護者に正
しく伝わったか。

ホームページのレイアウト変更
を行い見やすくしたが、情報発
信の更新回数は少なかった。
学校説明会の申込フォームを変
更し、非接触型の受付が可能と
なり、説明会を同時配信するこ
とでコロナ禍に対応した生徒募
集が行えた。４

・ ホームページは随時更新して
情報発信しているが、各担当
者から、正確な内容を迅速に
伝えるホームページ作りが必
要である。
また、緊急時の連絡体制を強
化するとともに、保護者が求
める情報を迅速・正確に提供
することが課題である。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標

１

生徒の平均自主的学習時間は平
日減少し休日増加している。
平日1～2時間 64.1% 4.2%減少
休日1～4時間 64.2% 24.9%増加
生徒保護者の授業に対する満足
度。
生徒　84.7%　10.3%増加
保護者　68%　8.1%増加

復習の大切さや隙間時間の活
用を指導しており、自主的に
学習、復習に取組む生徒、隙
間時間を活用している生徒の
割合は増加してきている。主
体的に学ぶ意欲や学習の質を
向上させることが課題であ
る。
また、基礎基本と幅広い知識
をバランスよく身に付けさせ
る指導方法の改善に、すべて
の教員が取り組む必要があ
る。

・

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和 ４年 ３月 １０日

学校関係者からの意見・要望・評価等評価項目の達成状況

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

年　度　評 価（２月１日 現在 ）

不十分(４割未満)

達
成
度

令 和 ３ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼 玉 県 立 南 稜 高 等 学 校 ）             s19

目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する進路
を実現する学校

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立と、豊かな学びを実現する教育課程の改善
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育の充実と、生徒一人一人の希望する進路の実現
 ４　家庭・地域との幅広いネットワーク作りと、学校からの情報発信体制の充実

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
　出席者　学校関係者　　　 ９名
　　　　　生徒　　　　　　　０名
　　　　　事務局(教職員)　  ４名

３

全体に落ち着いているもの
の、一部に身だしなみが不十
分な生徒がいる。生徒に校則
を守ることの意味をしっかり
理解させ、全体で継続的な指
導が必要である。
また、周辺は交通量が多く、
交通事故防止指導も課題であ
る。

生徒の進路意識を高めることができた
か。（前年度６３．８％）

進路指導に対する生徒の満足度９０％
以上。（前年度８１．９％）

オンライン、進路だより等を充
実させ、進路意識が高まった生
徒の割合は増加した。
進路意識高まり　74.1%　10.3%
増加
進路指導に対する生徒の満足度
はまだ不十分である
88.6%　6.7%増加。

進路説明会や講演会などを充
実させ、生徒の進路意識を高
めることができているが、そ
の内容や時期を精査し、その
教育効果を持続させ、進路実
現につなげることが課題であ
る。
また、早い時期から、保護者
に進路説明会や、進路情報を
提供し、保護者の協力のも
と、生徒の第１志望の進路実
現を目指すことが課題であ
る。

・

セミナー（講習）に関する生徒の満足
度８０％以上

保護者の進路指導に対する満足度が上
昇したか。（前年度５６．８％）

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

年次研修に関連させた公開授業
や、校内授業公開、協調学習の
公開授業を行い授業力向上を
行った。国際バカロレアについ
ては研修参加で終わってしまっ
た。
共通テストに対応できるよう教
材開発、授業改善に取り組ん

共通理解の下、身だしなみ指
導、携帯電話指導を行い効果が
出ているが、校外での制服の着
こなしにまだ問題がある。
校外における正しい制服着用意
識の割合　97%　(2.2%増加)
大きな交通事故、登下校に関す
る苦情はなかった。

セミナーは長期休業中だけでな
く、通年で行った。満足度は高
いが、参加者を増やすことが課
題である。
満足度　92.5%　16.7%増加
保護者の進路指導に対する満足
度　64.7%　7.9%増加

緊急対応、諸会費の口座引き落
とし等メール配信している。ア
ドレスの管理に管理職が関わり
事故防止に努めている。
メール配信満足度　74.4%

国際バカロレア等の研修を通して授業
改善を行うことができたか。

授業で共通テストに対応できる学力を
身に付けさせることができたか。

全教職員で、同じ基準で身だしなみ指
導と携帯電話指導を行えたか。

生徒の交通事故や、登下校に関する苦
情が減ったか。

メール配信の保護者満足度７０％以上
（昨年度６２．７％）

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

　
生徒の一日の平均学習時間が、昨年度
より増えたか。

生徒、保護者の授業に対する満足度８
０％以上。（前年度７４．９％、５
９．９％）


